
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書 （小学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 登別市立富岸小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２ ２０
児童数 ６６ ７７ １０４ １０１ １０６ １０７ ２ ５６３ ２８

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「楽しく学び合う授業の創造」
～一人一人が「わかった」と実感できる算数科の指導を目指して～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

（ ）１～６年生 算数 子どもの理解や習熟の程度に差が生じやすい教科であるため

(2) 年次計画

○テ－マ
「わかる」喜びを実感し、基礎・基本を身に付ける授業の展開

○仮説
「 」 、・単元の学習のポイントを位置付けた 単元構造図 の活用と多様な学習方法

平 学習形態を位置付けた指導を行うことにより、子ども一人一人に「わかる」
成 喜びを実感させ、基礎・基本を身に付けさせることができる。
15 ○研究方法・内容
年 （１）個に応じた指導のための指導計画の作成
度 ・子どもの理解や習熟に差が生じやすい重点指導単元の抽出

・上記単元の学習のポイント（目標・内容）を教師と子どもが確認しながら
学習を進めるための「単元構造図」の開発と活用

（２）理解の程度に応じた指導を行うための指導方法の工夫・改善
・課題別コース学習の導入
・課題別コース学習に対応した問題の作成

○テ－マ
「わかる」喜びを実感し、基礎・基本を身に付ける授業の展開

○仮説
「 」 、・単元の学習のポイントを位置付けた 単元構造図 の活用と多様な学習方法

学習形態を位置付けた指導を行うことにより、子ども一人一人に「わかる」
平 喜びを実感させ、基礎・基本を身に付けさせることができる。
成 ○研究方法・内容
16 （１）個に応じた指導計画の工夫・改善
年 ・子どもの理解に差が生じやすい重点指導単元の抽出
度 ・上記単元の学習のポイントを教師と子どもが確認しながら学習を進めるた

めの「単元構造図」の開発と活用
（２）理解の程度に応じた指導を行うための指導方法の工夫・改善

・課題別コース学習の導入
・課題別コース学習に対応した問題の作成

（３）算数科における評価方法の工夫・改善
・評価規準、評価計画の見直しと改善



(3) 研究推進体制

ＴＴ、少人数指導を効果的に行うためには、指導目標にかかわる教職員間の共通理
解を基盤として、ＴＴ担当者と学級担任が効率的に連絡・調整を図っていくことが重
要となる。そのため、研究推進体制として次のような工夫を行っている。

（１）研究部のねらいとする「わかる授業」を成立させるための重要な手だての一つ
として、ＴＴ、少人数指導の在り方を研究内容に位置付ける。

（２）毎週、ＴＴ担当者と各学年による重要指導単元を展開するための打合せを定例
として位置付ける。

（３）ＴＴ担当者は、週１回打合せをもち、次の点について確認、作業を行うととも
に、関係する学年・学級に対して情報を提供する。
・授業にかかわり、座席表などを活用した子どもの学習状況の確認
・単元の指導計画の構想・・・単元構造図の作成
・課題別コース学習のための資料作成

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

上記の研究内容に基づいた実践を進めることにより、別紙に示した子どもの変容と
研究成果を確認することができた。
※別紙資料を参照

２．今後の課題

、 。本研究を更に充実したものにするため 次の点を改善充実することが必要と考える

（１）重点指導単元の指導計画の見直しと改善
（２）子どもにとって活用しやすい単元構造図の開発
（３）ＴＴ、少人数指導にかかわる指導方法の工夫改善

・効果的な少人数指導の在り方
・課題別コース学習に対応した問題の作成
・評価規準、評価計画の見直しと改善

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

（１）日常的には、市販並びに自作のテストにて学習状況を把握している。

（２）平成１６年２月に観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）を実施予定

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（１）外部への情報発信
・平成１６年３月に情報リーフレットを作成し、近隣小・中学校に配布予定

（２）実践研究の成果の公開
・平成１６年１１月に公開研究会を実施予定



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 レ １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 レ 少人数指導 レ Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 レ 算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ有 無
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